








会長 : 阪本　昇寿 ／ 幹事 : 廣瀬　正美
秩父ロータリークラブ

　＜秩父ロータリークラブのNo.1営業マン＞
2014年度、阪本さんとは会員同士の関係から、会長、幹事という関係でお付き合いが始まり6か月が経ちました。前半
の6か月を振り返り、後半の6か月を確認していた頃・・・『幹事から見た会長』というタイトルで原稿依頼がありました。ク
ラブのリーダーである会長にコメントできる立場ではありませんが、率直に感じた印象をそのまま投稿させて頂きます。
（ご無礼がありましたらご勘弁を！）秩父ロータリークラブが創立50周年を迎える年に阪本年度が始まりました。前半の
6か月は、創立50周年事業が目白押し、実行委員会主導で時間が経過していきます。阪本会長は、『伝統を未来に』つ
なげることに重きを置きスタートし、秩父ロータリーの伝統はもちろんのこと、地域の伝統や文化を会員関係者の方々
に触れて頂けるように配慮しています。創立50周年の大事業と重なり、会員相互のコミュニケーションに苦慮する場面
もあったようですが、持ち前の行動力で思った意見をはっきりと発言されています。会員の前では元気に振る舞う阪本
会長ですが、時折見せる悩んでる様子も印象に残っています。自分の思いと重ならないのかな？と感じます。クラブをま
とめる難しさと一つ一つの決断を迫られる場面は、大変参考になりま
した。阪本会長の一番の特徴と言えば・・・お願いされたことは決して
断らないという事です。すべての会議、全てのパーティーにも出席を
されています。秩父ロータリークラブのNo.1営業マンではないでしょ
うか。（状況を許して頂けている阪本会長の会社のみなさんに大変感
謝致します！）残り6か月、秩父ロータリークラブが阪本会長を通して
各地に知られていく様子をこの目で見届け、新たに踏み出す51年目
に順調に引き継がれていくことを心から願っています。お役に立てな
い幹事ですが、これからもよろしくお願いいたします。

会長 : 田中　史郎 ／ 幹事 : 正田　康高
深谷東ロータリークラブ

　＜田中会長のチャレンジ　ザ　ロータリー＞
　田中会長を一言で言うと・・【繊細且つ緻密、饒舌で世渡り上手】
　そんな田中会長が本年度、深谷東ロータリークラブの活性化を念頭に真摯な活動で
会員数75名のクラブでリーダーシップを発揮し、活躍しております。年当初より国際奉
仕部門の事業であります、姉妹クラブ第３７５０地区韓国水原八達ＲＣとの子女訪問
交換プログラム（訪問受け入れ）から始まり、グローバル補助金事業のパートナースポン
サーとして公益財団法人ロータリー日本財団の申請や、毎月一回開催する課題議案や
方向性を問うクラブフォーラムなど様々な課題を実直に遂行し、親睦活動に於いてもＢ
ＢＱ・親睦ゴルフ・山歩きの会・家族同伴クリスマス会と会員に楽しんで頂くための奉仕
を全力で取り組んでおります。
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　さて、今まで記してきた人物像だけでは賢人のイメージが強くなりすぎてしまいそうなので、別の顔も紹介させてい
ただきます。その顔とは、夜と朝に飲む魔法の水が咽頭元を通り過ぎてからの顔です。平日はほぼ毎日と申し上げても
過言ではないと思われる夜飲む友人達とのそれ(アルコール)は、その日の疲れを癒し翌日の糧とするためなのか、終
始笑顔で、専門分野ではなく政治・経済・スポーツ等雑学を含め、多岐に亘る話題を、ときには逸れつつ戻りつつ語り
合いながら、とにかく楽しそうに補給しています。そして朝飲むご自宅でのそれ(自然水)は、前日補給し過ぎた分を体外
に押し出しその日を有意義に過ごすためなのか、日課として取り入れていると伺っています。
　因みに、毎朝飲むその量は２リットルとのことで、驚くことなかれ、いまだに肝臓は勿論、その他の内臓にも異常はな
いそうです。とういことで、周りの心配をよそに今暫くはこの生活に変化はなさそうです。
　今回は、私が今まで見てきた稲見会長のほんの一面を紹介させていただきましたが、硬軟持ち合わせた方であるこ
とは間違いなく、幹事としては信頼をしております。
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